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八月以降、大豆の収穫

シキュマ

ハモオリ

ジュウグヤ

九月、稲（もち米）の種浸け、種おろし

九月下旬～十二月に麦の種まき

五月、稲（もち米）の収穫

正月八日からサトウキビの収穫

正月中～下旬、稲（もち米）の田植え

二～三月、サトウキビ植え付け

二月、稲（うるち米）の種浸け、種おろし

三月、稲（うるち米）の田植え

三～四月、麦の収穫

七月、稲（うるち米）の刈り取り

麦刈りの後
　大豆を植え付け
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師走十二月
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神無月
十月

霜月
十一月

３月

４月

５月６
月

２月

１
月

12月

11月

10月

９月

８月

７
月

元旦　若水汲み、家族の祝い、祝儀まわり

一月二日　吉書、ソージ（川神）祭りなど

一月三日　祝儀周り

一月四日
　ハチバルムケー（農作業の安全祈願）

一月七日
　七日節句（七草雑炊を食べる）

一月一～十二日 トゥシンユウェー（干支に合わせる）

一月五日
　砂糖小屋で砂糖炊きの準備

一月十一日
　餅開き（鏡開き）

一月十日
　フネユウェー（舟祝い）、セークユウェー（大工祝い）

一月十四日
　柳餅飾り（豊作祈願）　

一月十五日
　十五日正月（ご馳走で祝う）

二月十五日
　

ヤドイセク、ナーユウェー（製糖の中祝い）

一月十六日
　十六日節句（先祖祭り）

一月十七日
　月神祭り 一月二十日

　送り正月(正月行事の仕納め）

十二月二十九日　ゥワークツシ（豚の屠殺）、アトクンチ、ツグムリ十二月二十八日　餅つきの日

十二月二十七日　
トウフシ（正月用の豆腐作り）

十
二
月
中
旬
～　
年
忘
れ
（親
戚
が
集
ま
り
忘
年
会
）

四月・午の日　
ムシアシビ（害虫を払う祭り）

四月・壬の日　
アジラネ、アンダネ（生い茂る雑木を切り、ハブを払う）

 

五
月
五
日　

端
午
の節
句
（男
の節
句
）
　
　
　

 

六
月
・辛
の
日　

シ
キ
ュマ
（始
給
米
、新
稲
穂
祭
り
）

 七月十三日
　ブン（お盆）の初日、祖霊を迎える

 七月七日
　タナバタ

 七月十五日
　ブン（お盆）の最終日、祖霊を送る

 七月（稲刈り後）・丙の日
　ヤドゥイ、カマ作り 七月・丁の日

　ハモオリ、ウリユワイ

 

九月　
モチタボレ

 八月・戌の日
　アキムチ、モチタボレ

 八 月 十 五 日　 十 五 夜 、ジ ュ ウ グ ヤ  八 月 十 六 日　 ナ ー ア チ ャ ジ ュ ウ グ ヤ

 八月八日　米寿の祝い

 八月・戊の日
　イッサンサン、ムチムレ 　 戌の日
　アキムチ、モチタボレ

 七月・戊の日
　ハモオリ、ヌブィユワイ

 九月九日　
クガツクンチ（重陽の節句）

十
月
・午
の日　

ウ
ヤフジ
祭
り
、天
城
～
西
阿
木
名

十
月
・巳
の日　
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祭
り
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徳
～
浅
間

十
月
（亥
の日
）
　

ド
ンガ
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島
～
亀
津
（先
祖
祭
り
）

十
一
月
～
十
二
月　
正
月
準
備
の
薪
割
り
、掃
除
な
ど
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5/3

▲ 

夏
至

▲ 

大
暑

▲ 処暑

▲ 穀 雨

▲ 

小満

▲ 秋分

大
寒 

▼

雨水 ▼

冬
至 

▼

霜降 ▼

小雪 

▼

春分 ▼

中気を全く含まないので閏月 ▲ 

芒
種

▲ 

小
暑

▲ 

立
秋

▲ 清 明

▲ 立夏

▲ 白露

小
寒 

▼

立
春 

▼
大
雪 

▼

寒 露 ▼
立冬 ▼ 啓蟄 ▼

4/1～3/31
新暦

３/4～2/13
旧暦

令和7年度
2025年～2026年

緑の大文字 昔の農作業の時期
二十四節気（中気）青の文字
二十四節気（節気）水色の文字

15 新暦の15日
15 旧暦の15日（満月）
の中の日付 新暦のイベント日付

旧暦（太陰太陽暦）の１年はおよそ354日で、今年はおおむね3年ごとに巡ってくる閏月があります。 もともと古来より東アジアで
は、紀元前発祥の中国暦を基にした暦を運用しており、いにしえの日本でも朝廷の陰陽寮で編暦が行われていました。 貞享元年
（1684年）、朝廷が貞享暦を採用してからは、徳川幕府の天文方が編暦を行うようになります。 現在の旧暦は、江戸時代最後の暦、
天保歴を基に国立天文台で算出していますが、基準点を旧来の京都から、兵庫県を通る子午線（東経135度）に移したため、天保暦と
は1日程度のズレが生じることがあります。 編暦の仕組みは、まず月の満ち欠けから1ヶ月（29日か30日）を決めます。 太陽暦の一

年、365日との差を補うため太陽観測により求めた夏至、冬至、春分、秋分などを含む二十四節気のうち、中気を全く含まない月が巡ってくると閏月（前の月の繰り返し）として、一年を
13ヶ月に延長して調整します。 さらに、中国由来の二十四節気の用語では伝わりにくい季節感を補うため、土用、八十八夜、入梅、二百十日などの雑節を加え、暦を発行していました。

※ 行事の日取りは、集落によって異なる場合があります。

なんと、2033年には旧暦の計算に矛盾が生じ、さらに2147、2223、2242年にも起きるそうです！

へんれき

ざっせつにじゅうし　せっき

うるうづきたいいん たいようれき

じょうきょう

てんぽう

おんみょうりょう

カレンダー令和７年度 旧暦行事

シリーズ天城遺産　その３８

今年は旧暦６月が２回ある！？

じぃぐゎぬ ぐぅにゃいやしが
 きばってぃ みぃちたぼりよ！

編集：天城町教育委員会　具志堅亮、山田文彦XX


